
＊山城北災害医療連携協議会とは？＊ 

大規模な災害等の発生時に山城北地域の災害医療関係
機関が相互に連携を図り、的確な医療救護活動が実施

できる体制を確保するため、平成26年2月に30機関が
山城北災害医療連携協議会を設置したものです。 

毎年、広域災害を想定した訓練を
実施したり、各機関どうしの連絡
体制を構築し「顔の見える」関係
づくりを目指しています。 
（市町、医師会、歯科医師会、 
薬剤師会、病院、消防、警察、 
自衛隊、山城広域振興局で構成 
されています。） 

〈災害拠点病院〉 
 京都岡本記念病院 
 宇治徳洲会病院 



 

   
        京都府では、府民のみなさまの食を通じた健康づくりを推進 
     するため、外食等を利用する場合も、ご自身の健康状態や健康 
     づくりのためにメニューが選べるよう、 

  「野菜たっぷりメニュー」「塩分ひかえめメニュー」 
  「アレルギー表示」に取り組まれているお店を募集し、 

  「食の健康づくり応援店」として登録し、府民のみなさまに 
    ご紹介しています。 
 
    ～飲食店等の皆様へ～ 
   現在加入店募集中です！ 
   ぜひお客様の健康づくりにご協力ください。 
   加入に関するお問い合わせは 
    京都府山城北保健所 保健室   電話 0774-21-2192 まで 
 

 
こんなお店 
うれしい！ 

 

 
  

  
  京都府 食の健康づくり応援店 

    下記のＡＢＣのいずれかの取組があれば登録可能です。 
            野菜たっぷりメニューの提供          かつ ・３品以上選べる 

        塩分ひかえめメニューの提供               ・カロリーの表示 

             アレルギー表示（※特定原材料7品目）の実施 
    ※特定原材料：卵、牛乳、小麦、そば、落花生、えび、かにの7品目    
  
 
       食の健康づくり応援店の情報はホームページでチェック！ 
  

 検索 

 
 

このステッカー 
が目印です！ 



主  催：山城北圏域障害者自立支援協議会 農業推進
班 
事務局：山城北保健所 福祉室(TEL0774-21-2193) 

日 時：平成２９年４月８日（土） １１：００～１５：００ 

場 所：まちの駅 クロスピアくみやま（イオンモール久御山店 南
側） 

山城地域の障害者就労支援施設が合同で自分達が生産した野菜、
加工品を販売する「福菜市」を毎月第２土曜日に開催しています。 
イオン久御山店へお越しの際は、こちらへもぜひお立ち寄りください。 

 民生委員・児童委員制度が 
        １００周年 
 
 民生委員・児童委員制度の原点である
「済世顧問制度」が立ち上げられてから今
年で１００年。 
 民生委員・児童委員の活動は、高齢者、
障害者、子育て世帯など地域住民の見守り、
身近な相談相手となり、支援を必要とする
住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を
務めています。  
 地域で気になることや、生活の中での悩
み事があれば地域担当の委員へお気軽にご
相談ください。 
 
＜問い合わせ先＞ 
お住まいの市町村の福祉担当課 
 
 
民生委員・児童委員   
 厚生労働大臣から委嘱されている特別職の地方公
務員であり、無報酬のボランティアです。活動の中
で知った情報は厳守されます。山城北保健所管内で
は、860名の方が活動しています。 

 

５月は赤十字運動月間です 
 

 
 日本赤十字社は国内外での自然災害への
救援派遣や、献血、救急法などの講習会、
ボランティアの育成強化などで幅広く活動
しています。 
 
 これらの活動を継続し、更に充実してい
くためには、皆様の一層のご支援とご協力
をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
＜問い合わせ先＞ 
日本赤十字社 
京都府支部 
☎075-541-9326 
               

活動資金にご協力を
お願いします。 

公式マスコット ハートラちゃ
ん 



猫は室内で飼いましょう。 

室内飼育は、地域に迷惑をかけないばかりではなく、交通事故や迷子
にならないなどの多くの利点があります。 

４月から６月は狂犬病予防注射期間です。 
飼い犬には必ず予防注射を受けさせましょう！ 

お住まいの市町の集合注射会場（４月）か動物病院で受けられます。 
愛犬の住民票にあたる犬の登録がまだの場合は同時に実施してくだ
さい。 
       ＊集合注射の会場等は市町広報紙などで確認してください。 



             

PCB廃棄物の適正な保管と処理をお願いします 
 ポリ塩化ビフェニル（PCB）は、化学的に安定で、電気絶縁性が高い等の特性により、かつて

は変圧器（トランス）、コンデンサー、蛍光灯安定器等の電気機器をはじめ、様々な用途に使
用されていましたが、昭和43年に発生したカネミ油症事件を契機に、その毒性が社会問題と
なり、製造・輸入・使用が原則禁止となりました 

PCBは自然環境中では分解されにくいため、化学処理や高温焼却処理によって、適切に処理
を行う必要があります。高濃度（PCB濃度が5,000mg/kgを超えるもの）PCB廃棄物については、
中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）によって全国5箇所の施設で処理が進められてい
ます。 PCB廃棄物を保管中の皆様には、適正な保管とできるだけ早期の処理をお願いします。 
 また、今なお使用中のPCB含有機器を所有の皆様には、できるだけ早期に使用を止め、適正
な保管と処理をお願いします。 
 

安定器等汚染物（高濃度PCB廃棄物）の特別登録・調整協力
割引制度について 
 高濃度の安定器等汚染物（JESCO北九州PCB処理事業所で処理するもの）については、処理委

託を行う前にJESCOに登録を行う必要があります。 
 そこで、本登録を促進するため、京都府内で保管・使用中のものを対象に、平成29年4月から9

月に特別登録期間を設け、期間中に登録を行ったものについては、処理料金の割引制度が適
用されることとなりました。 
 この機会にご登録いただくよう、お願いします。 
 詳しくはこちらを御参照ください。 

詳しくは京都府
http://www.pref.kyoto.jp/junkan/pcbsetumei.ht
ml 

蛍光灯安定器 

http://www.pref.kyoto.jp/junkan/tokubetutouroku.html
http://www.pref.kyoto.jp/junkan/pcbsetumei.html
http://www.pref.kyoto.jp/junkan/pcbsetumei.html
http://www.pref.kyoto.jp/junkan/pcbsetumei.html
http://www.pref.kyoto.jp/junkan/pcbsetumei.html


山城北保健所綴喜分室では、「くらしとしごとの相談窓口」を設けています 

「くらしとしごとの相談窓口」とは？ 

平成27年4月から「生活困窮者自立支援法」が施行され、各市町村で取組がなされています。
京都府でも、町村を所管する保健所に「くらしとしごとの相談窓口」を設置し、生活や仕
事でお困りの方々の相談、ご本人の状態に応じた生活の建て直しのお手伝いを行っていま
す。 

どのような方が対象なのですか？ 

この法律において、対象者は「現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することがで
きなくなるおそれのある者」とされています。 

児童、障害者、高齢者といった分け方をするのではなく、分野の枠を超えた困りごとにつ
いて相談したい方が対象です。 

これまで十分でなかった生活保護受給者以外の生活困窮者の方への支援（第2のセーフティ
ネット）を抜本的に強化するものです。 

どのような事業があるのですか？ 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業 

自立相談支援事業 

住居確保給付金 

就労準備支援事業 

一時生活支援事業 

家計相談支援事業 

学習支援事業 

食べるもの
も寝る場所
もない 

家計のやりく
りが大変、子
どもの勉強
を見る余裕
もない 

働きたいがな
かなか仕事が
決まらない 

失業したの
で家賃が払
えない 

綴喜分室では、井手町・宇治田原町、久御山町の方
の支援を行っています。 

事業の詳細については直接お問い合わせください。 

 

受付時間 月曜日～金曜日 午前８時３０分～12時 

午後1時～５時15分（ただし、祝日、年末年始を除く）  

電話 0774-63-5745 FAX 0774-62-6416 
E-mail: a-05235@pref.kyoto.lg.jp 
  

こんなことで困っていませんか？ 


